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論文審査結果の要旨 

 

本論文から得られた成果に対する論文審査内容及び評価は以下の通りである。 

 

わが国において、健診受診者を対象とした長期間の栄養教育効果の評価に関する報告は殆ど

見当たらない。近年その重要性がわが国でも漸く評価され、国策としての特定健診・特定保健

指導が導入され、推進されようとしている。しかし、その成果は未知数である。 

MetS 予防、改善を効果的に進めるには、年齢・BMI レベルでの MetS 発症リスク要因の存

在状況や課題を抽出し、その課題にフォーカスした効果的栄養教育プログラムの構築が希求さ

れており、公衆栄養分野の課題として、その重要性は一層増している。このような背景のもと、 

本論文において、5 年間の継続的健診受診と継続的栄養教育の介入効果の有効性を実証できた

ことは、新知見に値すると判定した。加えて、MetS 発症リスク要因の存在は、40 歳未満群に

おいても、40 歳以上群と同程度存在することや、BMI が 24≦BMI<25 のレベルを境に、LDL

粒子サイズの微小化に伴うインスリン抵抗性の進展を HDL/TG 値を用いて、明示することが

できた。これらの知見も MetS 発症予防の観点から意義ある研究結果として、評価できよう。 

しかし、いくつかの課題も残した。 

本論３の特定保健指導における栄養教育用のツール開発は、対象個々の条件や食事全体

を見据えたツールという観点からは不足しており、より十分な検討が望まれる。また、栄

養教育プログラムの検証はより妥当性の高い研究デザインに基づく研究成果に期待する。 

本論文は、当該研究者が MetS 発症の根底にあるインスリン抵抗性により惹き起される高血
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糖下での脂質代謝が動脈壁に与える影響に着目し、糖尿病ラットを用い血管障害の成因とメカ

ニズムに関する研究成果を修士論文として報告したことに端を発している。その後、管理栄養

士として、生活習慣病の予防・改善のための栄養教育に取り組み、長期に及ぶ調査研究を通

して得られた結果である。分析に用いられた統計的手法も正当でかつ適正なものであって、

研究者としての資質・能力を備えており、今後の研究成果も期待できる。 

研究の先見性と採用した手法による研究目的に対する妥当な結果は、博士論文に十分値

するものと審査員一同が判断した。 

  

 


